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頁 行，図，表 誤 正 注釈 
 委員構成 松宮 輝 松宮 煇  

36 下から 1
行目 

図 2.5 に示した。 図 2.4 に示した。  

56 下から 7
行目 

一様な地表面粗度区分 P( )θ と標

高 0 を持つ地形 
一様な地表面粗度区分 P( )θ を持

つ地形 
 

57 上から 1
行目 

一様な地表面粗度区分 P( )θ と標

高 0 を持つ地形 
一様な地表面粗度区分 P( )θ を持

つ地形 
 

57 上から 11
行目 

（標高０で，一様な地表面粗度区

分を持つ地形） 
（一様な地表面粗度区分を持つ

地形） 
 

64 下から 1
行目 

（3.22） （3.24）  

65 下から 1
行目 

（3.23） （3.25）  
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112 下から 7
行目 

定格風速(m/s) 年平均風速(m/s)  

112 図 5.25  
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ブレードがフェザリ

ングになっていなか

ったので、フェザリン

グに修正した。 

108 
109 

図 5.20 
図 5.21 
図 5.22 
図 5.23 

詳細法 
簡便法 

簡便法 
詳細法 

凡例の細い実線と点

線は簡便法、プロット

は詳細法である。 

168 5 行目 別途，既往の文献・資料等から適

切な応力評価式を得るか， 
「日本建築学会煙突構造設計指

針」14)の 7.3.3 項に従い，開口部

の応力を評価するか，または 

 

264 14 行目 h=32.33m h=32.43m  
265 
303 

5 行目 
4 行目 

式(3.23)のレーリー分布 式(3.25)のレーリー分布  

269 10 行目 125.1≥T  152.1≥T   
303 9 行目 表 10.33 から 表 10.40 から  



304 表 10.40 
最下行 

1173  1173kNm は ， p.113 
(5.63)式の分母を１と

仮定して計算した。 
分母を厳密に計算し

た場合には 1307kNm
になる。 

337 最下行 Ip は，式（3.3）および式（3.4）
に従い 

Ip は，式（3.5）および式（3.6）
に従い 

 

 


